
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浅
田
二
郎
の
一
般
質
問
か
ら 

 

 

高
橋
美
博
の
一
般
質
問
か
ら 

忙
し
す
ぎ
る
教
員
の
実
態 

問 
 

教
職
員
の
時
間
外
勤
務
を
ど

う
把
握
し
て
い
る
か
。 

答 

管
理
職
が
、
勤
務
実
態
把
握

簿
で
確
認
し
て
い
る
。 

問 

「
校
長
か
ら
の
指
示
が
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
社
会
通
念
上

必
要
な
も
の
な
ら
時
間
外
勤
務

と
認
め
ら
れ
る
」〈
名
古
屋
地
裁

判
決
〉
と
い
う
観
点
で
、
時
間

外
を
捉
え
て
い
る
か
。 

答 

ど
う
で
あ
っ
た
か
は
申
し
上

げ
ら
れ
な
い
。 

問 

本
市
で
の
時
間
外
勤
務
の
状

況
は
。 

答
、
今
年
１０
月
で
は
、
小
学
校
教

員
の
時
間
外
勤
務
は
平
均
４８
・

５
時
間
、
中
学
校
教
員
は
７２
・

３
時
間
だ
っ
た
。 

問 

最
近
多
発
し
て
い
る
先
生
の

不
祥
事
も
、
長
時
間
勤
務
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
・
精
神
的
不
安
が

影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

答 

不
祥
事
続
発
の
原
因
に
、
教

職
員
の
ス
ト
レ
ス
、
多
忙
化
等

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
２
次
的

要
因
で
、
教
員
の
自
覚
が
欠
け

て
い
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思

う
。 

ゆ
と
り
を
も
っ
て
教
育
を 

問 

給
食
指
導
や
登
校
指
導
、
部

活
動
指
導
な
ど
を
教
員
の
任
務

か
ら
外
す
べ
き
で
は
。 

答 

給
食
指
導
に
は
配
膳
員
の
配

置
、
登
校
指
導
に
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
、
部
活
動
指
導
に
は

外
部
指
導
員
の
協
力
を
お
願
い

し
て
い
る
。 

問 

公
開
研
究
会
や
行
政
訪
問
な

ど
の
厳
選
、
書
類
の
改
善
な
ど

で
教
員
の
負
担
軽
減
を
。 

答 

市
の
研
究
指
定
校
は
平
成
２０

年
度
で
廃
止
し
、
学
校
訪
問
に

伴
う
資
料
づ
く

り
等
の
準
備
も

簡
素
化
に
努
め

て
い
る
。 

問 

保
護
者
へ
の
対
応
は
、
教
師

一
個
人
と
し
て
の
対
応
は
困
難
。

教
師
集
団
と
し
て
の
体
制
は
。 

答 

保
護
者
と
の
連
絡
・
相
談
に

つ
い
て
は
、
学
校
組
織
と
し
て

対
応
し
て
い
る
。 

供
給
を
減
ら
し
需
給
バ
ラ
ン
ス
を 

問 

平
成
２２
年
度
給
水
量
が
、
平

成
２１
年
度
２
％
減
少
し
た
の
に

続
き
、
０．４
％
減
少
し
１
日
平
均

３
２
３
６
６
㎥
と
な
っ
た
。
こ

れ
ら
の
要
因
は
何
か
。 

答 

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
始
ま

る
急
激
な
景
気
後
退
の
影
響
で

事
業
所
等
の
事
業
縮
小
や
生
産

活
動
の
低
下
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。 

問 

需
給
計
画
の
見
直
し
が
必
要

と
思
う
が
。 

答 

計
画
と
実
態
と
に
ず
れ
が
生

じ
て
い
る
。
水
道
事
業
の
経
営

診
断
を
行
う
な
か
で
適
切
な
需

要
計
画
と
し
て
い
く
。 

問 

県
水
の
必
要
量
は
２
５
０
０

０
㎥
程
度
で
あ
り
、
契
約
水
量

４
１
２
０
０
㎥
は
あ
ま
り
に
も

多
す
ぎ
る
。
県
に
減
量
交
渉
を

す
べ
き
で
は
。 

答 

関
係
市
町
の
希
望
水
量
を
基

に
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
た
経
緯
も

あ
り
、
一
方
的
な
変
更
は
難
し

い
が
、
太
田
川
ダ
ム
供
用
開
始

に
伴
う
経
過
措
置
の
期
間
延
長

を
要
望
し
て
い
る
。 

バ
ス
定
期
代
等
の
助
成
が
必
要 

問 

徒
歩
通
学
以
外
〈
バ
ス
・
自

転
車
通
学
〉
の
現
状
は
。 

答 

小
学
校
の
バ
ス
通
学
は
、
袋

井
西
小
で
下
新
池
・
松
袋
井
・

彦
島
・
土
橋
か
ら
５５
名
、
袋
井

南
小
で
愛
野
・
法
多
・
菩
提
か

ら
１
４
４
名
、
山
名
小
で
大

日
・
中
村
・
平
宇
か
ら
２８
名
、

高
南
小
で
菩
提
か
ら
２
名
で
す
。

中
学
校
の
自
転
車

通
学
は
、
袋
中
３
３

０
名
、
南
中
９０
名
、

周
南
中
２
８
５
名
、

浅
中
３
６
９
名
と

な
っ
て
い
る
。 

問 

愛
野
駅
か
ら
は
、
毎
朝
２
台

の
路
線
バ
ス
が
発
車
し
、
南
小

児
童
で
満
員
と
な
る
異
常
な
光

景
で
あ
る
。
定
期
代
は
月
３
千

円
程
度
必
要
。
市
の
無
計
画
な

ま
ち
づ
く
り
の
結
果
で
も
あ
り
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、

通
学
の
安
全
や
義
務
教
育
の
円

滑
な
運
営
か
ら
、
当
然
助
成
す

べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

児
童
の
バ
ス
通
学
に
必
要
な

こ
と
か
ら
、
生
活
バ
ス
路
線
の

維
持
の
た
め
バ
ス
運
行
業
者
に

補
助
し
て
い
る
。
今
後
も
通
学

に
支
障
な
い
よ
う
バ
ス
台
数
も

増
や
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
て

い
く
。 

原
子
力
災
害
へ
の
対
応
は
ど
う
か 

問 

Ｅ
Ｐ
Ｚ
圏
域
（
緊
急
防
護
措

置
計
画
範
囲
）
が
拡
大
の
方
向

に
あ
る
。
中
電
と
５
市
２
町
の

情
勢
連
絡
会
に
と
ど
ま
ら
ず
、

個
別
に
安
全
協
定
を
結
ぶ
考
え

は
な
い
か
。 

答 

で
き
る
限
り
早
く
中
電
と
締

結
し
た
い
。
３０
㎞
圏
内
の
磐
田

市
な
ど
も
同
様
な
意
見
で
あ
り

連
携
を
図
る
必
要
も
あ
る
。 

問 

国
の
防
災
指
針
の
改
定
を
待

つ
こ
と
な
く
、
避
難
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
や
避
難
訓
練
を
実
施

す
る
考
え
は
な
い
か
。 

答 

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

原
子
力
災
害
研
究
会
か
ら
の
情

報
収
集
や
現
Ｅ
Ｐ
Ｚ
圏
内
の
市

町
の
防
災
計
画
等
を
参
考
に
し
、

研
究
を
進
め
て
い
く
。 

問 

浜
岡
原
発
再
稼
動
を
認
め
る

条
件
に
市
民
の
合
意
を
あ
げ
た

が
、
そ
の
際
に
は
市
民
意
識
調

査
・
住
民
投
票
な
ど
を
実
施
す

る
考
え
は
あ
る
か
。 

答 

現
時
点
で
は
再
稼
動
の
必
然

性
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
再

稼
動
に
つ
い
て
情
報
が
な
い
が
、

そ
の
時
は
議
会
・
市
民
の
意
見

を
聞
い
て
判
断
す
る
。 

問 

市
長
が
い
う
再
稼
動
の
条
件

を
明
確
に
す
べ
き
で
は
。 

答 

使
用
済
み
核
燃
料
処
理
な
ど

言
い
だ
し
た
ら
切
り
が
な
い
。

福
島
の
事
故
の
検
証
も
必
要
で

あ
る
。 

  

障
害
児
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は 

問 

「
そ
よ
か
ぜ
」
は
２５
年
度
の

学
区
再
編
実
施
ま
で
の
退
去
を

迫
ら
れ
、「
は
る
か
ぜ
」
も
暫
定

利
用
と
な
っ
て
い
る
。
早
期
の

移
転
先
確
保
へ
の
市
の
対
応
は
。 

答 

「
そ
よ
か
ぜ
」
は
平
成
２４
年

６
月
ま
で
に
移
転
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
る
。
利
用
者

等
の
意
見
を
聞
き
進
め
る
。 

問 

来
年
４
月
か
ら
子
ど
も
に
関

係
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

障
害
者
自
立
支
援
法
か
ら
児
童

福
祉
法
に
一
本
化
す
る
が
。 

答 

本
市
の
事
業
は
市
独
自
の
制

度
に
よ
る
施
設
で
あ
り
、
改
正

後
の
児
童
福
祉
法
の
適
用
を
受

け
ら
れ
な
い
。
法
に
基
づ
く
「
放

課
後
等
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
」
移
行

も
視
野
に
検
討
す
る
。 

新
病
院
へ
の
公
共
交
通
ア
ク
セ
ス 

問 

両
市
で
の
「
公
共

交
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
」
の
検
討.

・

協
議
内
容
は
。 

答 

路
線
バ
ス
事
業
者
と
は
、
市

か
ら
の
補
助
を
含
め
協
議
し
て

い
る
。
自
主
運
行
バ
ス
の
見
直

し
は
、
現
行
の
路
線
を
基
本
と

し
新
病
院
ア
ク
セ
ス
路
線
に
円

滑
な
接
続
が
で
き
る
よ
う
調
整

す
る
作
業
を
行
っ
て
い
る
。 

農
業
６
次
産
業
化
支
援
状
況
は 

問 

市
長
は
２
月
議
会
で
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
参
加
す
べ
き
」
と
の
認
識

を
示
し
て
い
る
が
変
わ
り
は
な

い
か
。 

答 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
て

い
る
い
ま
避
け
ら
れ
な
い
問
題

だ
が
、
条
件
次
第
で
あ
り
国
民

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
上
で

内
容
を
固
め
て
交
渉
に
参
加
す

べ
き
と
考
え
る
。 

問 

「
農
産
物
加
工
販
売
応
援
事

業
」
補
助
金
の
こ
れ
ま
で
の
取

組
み
と
成
果
は
ど
う
か
。 

答 

こ
れ
ま
で
に
５
件
の
相
談
が

あ
っ
た
。
企
業
か
ら
の
相
談
が

半
数
で
、
農
業
者
に
は
計
画
や

加
工
販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要

で
あ
り
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
周
知
・
支
援
し
て
い
く
。 

河
川
愛
護
活
動
の
負
担
軽
減
を 

問 

報
奨
金
の
分
配
に
不
公
平
感

が
あ
る
が
見
直
し
は
ど
う
か
。 

答 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
謝

礼
の
意
味
合
い
で
あ
り
、
自
ら

の
地
域
は
自
ら
美
し
く
と
の
観

点
で
継
続
を
お
願
い
し
た
い
。 

問 

活
動
で
の
事
故
発
生
件
数
と

そ
の
対
策
は
ど
う
か
。 

答 

平
成
２１
年
３
件
、
２２
年
７
件
、

２３
年
２
件
で
あ
り
、
転
倒
に
よ

る
骨
折
、
草
刈
機
に
よ
る
怪
我

な
ど
で
あ
る
。 

問 

高
齢
化
等
で
年
々
負
担
が
重

く
な
っ
て
い
る
。

市
は
自
治
会
へ
の

軽
減
策
を
ど
う
考

え
て
い
る
か 

答 

堤
防
上
の
市
道
部
分
は
市
で

草
刈
を
実
施
す
る
。
斜
面
で
も

利
用
可
能
な
手
押
し
型
の
大
型

草
刈
機
の
導
入
を
考
え
て
い
る
。

作
業
が
困
難
な
場
所
は
県
で
の

対
応
を
強
く
要
請
す
る
。 


